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	１．まえがき
	本研究開発では、多様な通信・放送手段を連携させた多層的な災害情報伝達システムの実現に向けて、研究開発機関5 者共同で3つの技術課題に取り組んだ。（図2、 図3）。
	２－１．マルチメディアプラットフォームに関する研究
	（㈱NTTデータ）
	本研究開発では、情報を一元的に収集し、各配信先メディアに適合した配信コンテンツを自動生成し一斉配信を行う「マルチメディアプラットフォーム（以下、MMPF）」に関する研究開発を行い、技術課題ア～ウの解決に取り組んだ（図3）。
	また、すべての研究開発機関の成果を連携させて、自治体による災害情報の入力から住民への多層的な災害情報伝達までを実現する災害情報伝達システムの動作検証を実施した。
	【成果概要】
	①一回の入力で多様な配信先に適合した配信コンテンツを作成する技術を開発し、自治体職員の配信コンテンツ作成における負担軽減につながる効果を確認した。
	②自動生成された配信コンテンツを各配信先メディアに一斉配信するとともに、緊急度の高い災害情報を優先的に配信するための制御技術を開発し、自治体職員が配信先メディアの違いや情報の優先度を意識せずに配信業務を行うことで負担軽減につながる効果を確認した。
	③耐災害性の強いクラウド環境やリモートアクセスによる災害情報配信を実現することで、自治体職員が安心・安全に災害情報を継続的に配信できることを確認した。
	④多様な配信先メディアを活用し、多層的な災害情報伝達システムを実現するための標準インタフェース仕様を策定し、仕様の有効性を確認した。
	図3　マルチメディアプラットフォームに関する研究
	２－２．多様な通信手段を連携させた災害情報伝達システムの実現の研究開発（㈱NTTドコモ）
	本研究開発では、災害情報の迅速かつ確実な伝達と、運用担当者の負担軽減を目指し、（ア）配信コンテンツ生成支援、（イ）多様な通信手段への配信制御、（ウ）開発システムの信頼性確保技術に関わる技術を実装した緊急速報メール配信システム「マルチキャリア配信システム（以下、3CDS）」の研究開発を行った（図4）。
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